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ベ ル ギー の 伝統的人形劇 一 リエ
ー

ジ ュ の チャ ン チ ェ に つ い て

増　谷　篤　子

1，　 は じめ に

　ベ ル ギ
ー

は 国土 面積が約 3 万   と 日本の 12分 の 1 に も満 た ない 小国で、フ ラ ン ス 語 圏 とフ ラ

マ ン語圏の 2 つ の パ ー トに分か れて お り、人形劇が 非常に 盛ん な国で ある。

　ベ ル ギ
ー

の 首都ブ リュ ッ セ ル の 旧市街の 中心 グラ ン プ ラ ス 広場の 北東側 に 、〈聖 な る島〉の 意

味 を表すイ ロ ・サ ク レ 地 区 工10t　Sacreが あ る。 レ ス トラ ン が ひ しめ く賑 や か な肉屋通 りに ある

狭 い 路地 Petite　rue 　de　Bouchers の 突 き当た りに 、 トーヌ 人形劇場 《THEATRE 　TOONE 》

は小屋を構 えて い る 。 こ こ で 始め て ベ ル ギーの 伝統的人形劇 （主人公 は ワ ル チェ Woltje、小 さ

なワ ロ ン 人 le　petit　Wallon の 意）を見てか ら 10年余 りが経 つ が 、 そ の 後、 リエ
ー

ジ ュ に チ ャ

ン チ ェ Tchantch δs、ゲ ン トに ペ ル ケ Pierke、そして、ア ン トワ
ー

プ に De　Neus を主入公 に

した伝統的な人形劇が存在する こ とが分 り、現地 で 実態調査 を始め た。

　平成 2年度に、夙 川学院短期大学学術振興委員会の 助成 を得て、1990年 8 月〜 9月および 1991

年 2月に ベ ル ギ
ー

各地 で行 っ た調査 を中心 に、ベ ル ギ
ー

の 伝 統的人形劇 （吊り下 げ式）棒操 り

の 起源 と変遷お よ び 現在の 人形劇場の 実態の うち、今 回 は リエ ージ ュ の チ ャ ン チェ Tchactches

に つ い て の 調査 、 研 究結果 を報告す る 。

　尚、人形劇 を分類する とき、ベ ル ギー
の 伝統的人形劇 を、英語 では人形 を吊 り下げて上方か

ら操 る とい うこ とで、糸操 り 〈rnarionette ＞ の 中に 含ん で い る が 、フ ラン ス 語で は、第 1報で

報告 した ように、糸操 りを くLes　marionnettes 　a 　fi且s＞、棒操 りを ＜Les　marionnettes 　a　tiges＞

（イ ン ドネ シア の 西 ジ ャ ワ を中心に演 じられて い る ワ ヤ ン
・ゴ レ ッ クや、西 ドイ ツ の ケ ル ン の

人形劇場《Kolner　Hanneschen 　Theater》 の ように 2 メ ー トル 以上 ある棒で 人形 を下か ら操 る

もの まで、入形 の 頭部お よび胴体 を下方か ら支え て、両手 を棒 で操 る もの 全般 を指す）、とくLes

marionnettes 　a　tringle＞ （シ シ I！一島の オ ペ ラ ・デ ・プ ピ、北 フ ラ ン ス の ア ミ ア ン 、ベ ル ギー

の りエ
ー

ジ ュ 、 ブ リ ュ ッ セ ル 等で演 じられ て い る上方か ら人形 の 頭部 を鉄 の棒 で 吊り下げるも

の や、頭部 を鉄の 棒 で吊 り下げ、人形の 右手を鉄 の 棒で 、左手 を糸で 、そ して 両手 を糸で操 る

もの を指す）に 分 類 して お り、 こ こ で は 吊 り下 げ式 の 棒操 りとして 取 り上げる 。
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2． 伝統的人 形劇の 背景 とそ の 発生

　青銅 器 時代、ベ ル ギーの あた りに はケ ル ト語で ベ ル ガエ Belgae と呼ば れ る民族が住ん で い

た が
、

こ れが ベ ル ギーの 国名の 起源 とされて お り、その 由来 を説明する ときに よく引用 され る

の が紀元前 1世紀に書か れ た シ
ーザー

の
『
ガ リア戦 記』 である。

　 ロ
ー

マ 皇帝の シ ーザ ーが 、ガ リア地方 （現在 の フ ラ ン ス 、ベ ル ギー）を転戦中に 戦 っ たゲ ル

マ ン 民族 の 中に ベ ル ガ エ とい う部族 が あ り、シ
ーザー

は こ の 部族に つ い て 、

「
敵なが らきわめ て

勇敢であ り、よ く戦 う」 と 自らの 戦記の 中で誉め て い る。紀元前57年に シーザー
が ベ ル ガ エ 人

を征服 した 後、南部ワ ロ ン は ロ ー
マ 帝国の 植民地 と して ラテ ン 化 し、北部 フ ラマ ン は ゲ ル マ ン

的な性格 を持 ち続けた 。

　ベ ル ギ
ー北部に広が る フ ラ ン ドル 地 方は、ア ン トワ

ー
プ、ゲ ン ト、ブ ル

ージ ュ に代表 され る

よ うに、織物工 業や 海運業で早 くか ら栄 えた都市 を持 ち 、 富裕 な市民階級が 同業組合 （ギル ド）

を作 っ て 封建諸侯 と対決 し強力な自治都市 を築 き上げて きた。こ の 地 方に は、オ ラン ダ語の 古

い 会話体 で ある と言わ れ る フ ラマ ン 語 を話すゲ ル マ ン 系 の フ ラ マ ン 人が住 ん で い る 。

　 また、ベ ル ギー国土 の 3分 の 1 を 占め、ゆ るや か な丘 陵 と ミュ
ーズ川 とその 支流沿 い の 渓谷

と、森、林 、牧草地 とい っ た 変化に富ん だ牧歌的 な風景が広が る南部の ワ ロ ン 地 方は、ナ ミュ

ー
ル 、 リエ

ージ ュ 、モ ン ス 、 トゥ
ー ル ネ イ とい っ た都市に代表 され、フ ラ ン ス 語 とラテ ン 系 の

ワ ロ ン 語 を話す ワ ロ ン 人が 住 ん で い る。

　 こ の 2 つ の 言語 はベ ル ギ
ー

が 1830年に オ ラン ダか ら独 立 した 後、現在に至 る まで、ベ ル ギー

の 言語戦争と呼ば れ る両民族 の 対立 、 そ して こ れ に伴 う政治危機 を引き起 こ して きた が、ゲ ル

マ ン とラ テ ン の 文化が巧み に 調和 して い る 。

　 ヨ
ー

ロ ッ パ 文明 の 源泉 た るキ
・
リス ト教が 人 々 の 生活 に深 く根 をは る こ の 小 さな国 の 中で、シ

チ リアやナポ リの マ リオ ネ ッ ト、オ ペ ラ ・デ ・プ ピ に非常に よ く似 たあや つ り人形劇が リエ ー

ジ ュ 、 ブ リュ ッ セ ル 、 ゲ ン ト、ア ン トワープ、 トゥ
ール ネイで 始 まっ た の は 1820〜60年 頃で、

そ の 後 ベ ル ギー各地 で 発展 し今日 に 至 っ て い る。

　ベ ル ギーの 東部 に位 置 し、丘 陵地に 囲 まれ、 ミ ュ
ーズ川 La　Meuse とそ の 支流 ウ

ー
ル ト川

L ’

ourthe に抱かれ た町 リエ
ー

ジ ュ Liegeは、古 くか ら ヨ
ー

ロ ッ パ 各地 の 交易の 中継地 と して そ

の 名 を馳せ た西 ヨ ー ロ ッ パ の 十字路で あ る。また 、中 ・近世 に お い ては欧州屈指 の 鉄 砲 の 生 産

地 とし て知 られ 、
フ ラ ン ス 語 圏 ワ ロ ン （南部）の 中心地 で 、 か つ て は強大な司教領都 市として

隆盛 をきわめ た宗教都 市であ っ た。そ して こ こ に ベ ル ギー
の 伝統的人形劇 の 中で も最 もシ ン プ

ル な吊 り下 げ式棒操 りが 19世 紀半ば に 出現 した。

　 ）Jエ
ー

ジ ュ で最初に 人形劇が 演 じられた 記録が残 っ て い るの は 1664年春で ある。ジ ェ ノヴ ァ

生 まれ の ア ン トニ オ
・
デヴ ォ トAntonio　Devoto は、復活祭 の 祭 りの 間、人形劇 を上演す る許

可 を受け取 っ た 。 た だ し、人形劇が 礼拝 の 後 で上演 され 、そ して ス キ ャ ン ダ ラ ス で な い とい う
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条件で あ っ た 。 勿論 、 デ ヴ ォ トは リエ
ー

ジ ュ の 大衆に あや つ り人形 を上演 した た だ 一
人 の イタ

リア 人では な く、彼以外に も数 多 くの 人形遺 い 達が こ の 町 を通 り過 ぎて行 っ た に 違 い なか っ た 。

その 後 1736年 12月19 日、リエ ージ ュ の市議会は 冬の 間中、ジ ル ベ
ー

ル ・ブー
ル ゲ Gilbert　Bourguet

に 町で 人形劇 を上演す る許可 を与えた 。 また 、1776年 11月18日君主兼司教 （プ リ ン ス ・ビ シ ョ

ッ プ）は シ ャ ル ル
・ペ リ コ Charles　 Pericoに、取消が ある まで 人形劇 を上演す る こ とを正式

に認可 した 。 1，

　ア ン シ ャ ン レ ジーム Ancient　regime の 終わ り頃、 5 月 1 日の聖 バ ル ビ ン Saint　Balbineの

祭 りの 日に は軍 隊 の パ レ
ー

ドを見 るため 多くの 群衆が城砦 を登 り、彼女 を礼拝す る た め に聖人

の 名を と っ て命名され た地 区に下 りて い っ た。飾 られ た テ ン トの 中で、民衆は卵や揚げた ソー

セ ージ を食ベ ビール を飲ん だ 。そして 、周辺 で は吟遊詩 入や大道芸人な どあらゆ る見世物が 出

て 、人形劇 も演 じられ た 。 しか し、 どの 地方も他 の 大道芸 と同 じように 人形劇 を禁止 し、正式

な行政手続きに よれば上 演 は認 め られ なか っ た。2）

　人形劇は 当然子供 た ちの た め に上演 され た が 、大人た ち も同席 し大 い に楽 しん だ 。こ の こ と

をよく理解 して い た ヴ ェ ル ヴ ィエ ー
ル Vervierの 市長は 、1810年 11月に 子供 の ため の 人形劇 を

演 じて くれ る人 形遣い を募 っ た 。 市長 は 1812年 8月に、既 に ケ ル ン や ジ ュ ネー
ヴに住ん だ こ と

の ある Lixhe 村 に住 む ジ ャ ン
・ジ ャ ッ ク ・ノ エ Jean−Jacques　Noe か ら上演願 い を受 け取 っ

た 。 ノ エ は 県中で上演す る こ とを希望 し、人形遣 い が 彼 の ただ
一

つ の 職業 で あ る こ と 、 そ して

県内の 多 くの 村長達が何 の理 由 も説明せ ず に、彼に大衆の ために 人形劇 を上演す るこ とを禁止

した こ と に つ い て 説明 した。
3 ）

　
「
中世後期 に典礼劇や 奇蹟劇 が さか ん に な る と 、 人形 遣い も時勢に な ら っ て こ うした宗教的主

題 を芝居に と りあげよ うと した 。は じめ は教会 の 中庭で や り、やが て 街角や演芸場 で も公 演 し

た 。 か れ らは 依然 と して 旅 まわ りの 芸 人 で 、人形 を入 れ た 小 さな箱 を背負 っ て 歩 き、そ の 箱が

そ の ま ま舞台 に な っ た。人形 は機械 仕 掛 けで操作 され 、人形劇役者は舞台の 前に 立 っ て 人形が

演 じて い る物語 を語 りきか せ た 。 まもな く行政 当局は こ うした芸 人連中に も統制を加え るよ う

に な り、 入形遣 い らは市役所 に上 演許可 を申請 しなけれ ば な らな くな っ た 。許可に は 多くの 制

約が ともな い 特別の 条件 が列挙 されて い た 。 すなわ ち、日曜 日の礼拝 中に上演すべ か らず、 日

没後 も禁止 、騒 音をたて るべ か らず、大騒 ぎす るべ か らず、などな どだ っ た。 もしも、こ れ ら

の 条件を守らな い と許可は と り消 され、二 度 と認可 され なか っ た。…役者や人形遣 い が 特別な

許可 なしで公演 で きる とこ ろが
一

つ だ けあ っ たが 、それ は市の 立 つ 場所で あっ た 。 」
4｝こ れが 16

世紀か ら18世紀 に か け て の 人 形遣 い の ヨ
ー

ロ ッ パ で の 状 況であ っ た が 、ノ エ の ケ
ー

ス か ら リエ

ー
ジ ュ の 当時の 様子 を伺 い 知 る こ とが 出来 る 。

　 19世紀末か ら20世紀初頭 に か けて 、リエ
ー

ジ ュ で大 変人気 の あっ た人形遣 い タ ル ポ Talbotと

そ の 妻は小 さな野外劇場 を持 ち、日曜 日 と木曜 日 の 2 時 と 5 時に 約 45分 間の シ ョ
ーを子供 の 観

客 に対 して 上演 した 。 筋は い つ も同 じで 、癇癪持 ち の パ ン チが 酔 っ ぱ ら っ て帰 っ て来て 彼の 相
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棒 ジ ュ デ ィ と議論する 。 彼女は 気難 しい 正 面の 黒 い 顔 と、ニ コ ニ コ した 白い 顔 を後ろに持 っ て

い た。パ ン チは い つ も、結局最後に は 、 彼女 を両 手 に挟 んだ こ ん棒で こ て ん こ て ん に や っ つ け

た。す る之 突然に、もっ た い ぶ っ た態度 で警察署長が ち ょ っ と立 ち寄 り、時折 り黒 い 犬が 舞台

に 現れ、白い ガ ウ ン の 人食 い 鬼 〈Cacafougna＞ が舞 い 上が っ て あや つ り人形 小屋 の 小 さな観客

た ち を恐怖 にお の の かせ た 。

5）

　これは ア ン シ ャ ン
・

レ ジー
ム の 間に公然 と上演 され た只

一
つ の 人形劇場で あ っ た が 、人形遣

い の 3本 の 指で 操 られる指 人形劇で あ っ て、 リエ ージ ュ の 伝統的人 形劇 とは異な っ て い た 。 伝

統的人 形劇は、19世 紀半ば以 前は リエ
ー

ジ ュ で は知 られ て い なか っ た。

　 11エ ージ ュ で初め て 吊り下げ式棒操 りが演 じられた記録 が 残 っ て い るの は、1850年の こ とで

ある 。 1850年 9月23 日、 リエ ージ ュ 市 の 警官は ス
ー

レ 通 り rue 　Surletで 2 つ の マ リオ ネ ッ トに

ダ ン ス をさせ 始め た不法の 身分 証明書を携帯 して い る外国人を逮捕 した 。彼 の 名 はア ン トワ ー

ヌ ・エ ン ゲ ロ ッ テ ィ AntQine　Engelottiで 、 イタ リア の べ ドニ ア Bedonia 生 まれで 50歳で あ っ

た 。 1840年か ら1865年 まで の リエ
ージ ュ 市の 公文書 を調べ た 結果、1850年 9 月24日付の こ の 警

官 の 報告書只一
つ だ けが、職業を くあや つ り人形 師〉 と して 取 り扱 っ て い る。そ して

、 そ の 報

告書は彼が ダ ン ス させ た こ とを明確 に指摘 して い る。これ は棒 でぶ ら下 げ た リエ
ー

ジ ュ の 伝統

的な人 形劇が歴史に名を留め る最初 の 出現 で ある。もしそうで なければ くダ ン ス 〉 とい う言葉

の 使用は不可解 である。 6）

　 リエ ージ ュ の ウー トル ・
ミュ

ーズ 地 区の 最初の マ リオネ ッ ト劇場は 、 1854年 に到来 した イタ

リア人 に よ っ て始め られ た 。 彼の 名前はア レ キサ ン ドル
・コ ン テ ィ Alexandre　Conti、1830年

12月12 日生 まれ の 24歳で トス カ ー
ナ の カ ス テ ル ・ベ ッ キオ Castel−Vecchio 地区の バ ル ガ Barga

出身で あっ た 。 彼は そ の 地 方か らの 他の 多くの 移民 と同様 に石 膏像製作者 （彫刻家）で左岸に

住ん で い た。＜di　mon 　Con ’tt＞ と呼ば れ た マ リオネ ッ トた ちは 、 同 じよ うに 人 口 の 多 い 地 区に

模倣者た ち を生 み 出 し、模倣者 た ち は リエ ージ ュ 市内の 他 の 地 区 と郊外に劇場 を建 て た 。 創設

者 コ ン テ ィ は右岸に移動す る前に 、近所の 職 人 ジ ル ・エ ンネ Gilles　Henne に彼の劇場 を委 ね、

ジ ル は ＜Dgtle　Con
’
ti＞ の 名の もとに劇場 を続けた。そ して、1903年 コ ン テ ィ は リエ ージ ュ で そ

の 生涯 を閉 じた 。

7）

　エ リゼ ・
レ グ ロ Elisee　Legrosは、〈引 っ 繰 り返 さ れた皇帝達が い た 〉 とい う コ ン ティ の マ 11

オ ネ ッ トに つ い て 論 じられ た1860年の 短 い ワ ロ ン の 作品 を発見 した。8）

　そ して 、 お よそ 四分 の
一

世 紀 後 の 1888年に 作家の デ ュ ドン ネ ・サル ム Dieudonn6　Salme は 、

地方小
“
St”Li　houlot”（末 っ 子）の 第 6 章で、ウー

ル トミュ
ーズ の プテ ィ

・ベ ッ シ ェ 通 り rue 　Petite−

Beche の コ ン テ ィ の 劇場 の 最初 の 興 行 に つ い て くLes　marionetes 　emQn 　Con ’ti＞ とい う題 で 描

写 した。 9）

　こ の ように して 始 まっ た iJ
エ
ージ ュ の 吊 り下げ式棒操 りは、工 業化する社会の 真只 中で 、都

市の 労働 者階級の 人 々 の 間に 定着 し長 い 間親 しまれ た。それ は子供 の た め の 人 形劇で は な く、
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特 に リエ ージ ュ で は、大人 も子供 も含め た 当時の 労働 者た ち の レ ジ ャ
ー

の
一

つ で あ っ た こ と は

明 らか で ある。そ して、20世紀初頭 に は、マ リオネ ッ ト劇場 は ウ
ー

トル ・ミュ
ーズ 地 区に約 20

の 小劇場 と、 リエ ージ ュ とその近郊に合計 して 50以上 を数 えた。

　それらの マ リオネ ッ ト劇場は《Th61itre　du　Chδteau 　Fort》《Th6atre 　de　1’　Aigle　d’Or》《Th6 §tre

de　l
’
Empire》《Th65tre　lmp6rial　des　Grandes　Marionnett》《Th6盆tre　des　Vari6t6s》《Th6Atre

du　Vantour　blanc》《Theatre 　de　la　Gaiete　pOpulaire》等で あ っ た。

3． 伝統的人形劇の レ パ ー トリーに つ い て

　 リエ ージ ュ の 伝統的人形劇 の レ パ ー トリ
ー

として、先ず聖書か らテ
ー

マ をと っ た聖 史劇 と散

文体で 書かれ た中世英雄物語 を土 台に した、 ヒ ロ イ ッ クで ロ マ ン ティ ッ クな騎士物語 が上げ ら

れ る。聖 史劇は
『
キ リス ト降誕 の 物語 Li　Naissance』 「3e　，」ス ト受難劇 La　Passion』、そ して 、

『聖 ア ン トワーヌ の 誘感 Tentation 　de　St−Antoine』 な どで 、『Li　Naissance』 が ク リス マ ス の

時期 に 、 復活祭 の期 間に 『La　Passion』 が 盛ん に 演 じられて い る。

　 また、騎士物語は 11〜14世 紀に完成 され た詩の 形 で
「
武勲 詩」 と呼ばれ 、キ リス ト教騎士 た

ちの 勲功が 称賛 され て い る 。

「武勲 」 に は幾っ か の シ リ
ーズ が あるが、

一
番 人気が あ っ た の は、

シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ Charlemagne 大帝 とそ の 騎士 たち に捧げ られ た もの であ っ た 。 シ ャ ル ル マ

ーニ ュ 大帝は 絶対的に 理想化 され、「武勲詩」の 中では偉 大、聡明、正 義、善の 栄光に包 まれ て

い た 。

『ロ ー
ラ ン の 歌 La　Chanson　de　Roland』 は 、 1098−−1100年頃作られ た フ ラ ン ス の 武勲

詩で 、778年 シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ 大帝ス ペ イン 遠征の 帰途、後衛部隊が バ ス ク人に お そわれて絶滅

した史実 に題材 をと り、十字軍 と異教徒 の 戦 い に置 き換え た もの で 、聖騎士 ロ
ー

ラ ン が 義父 ガ

ヌ ロ ン の 裏切 りの ため ロ ン ス ボ ーの 谷間で 最期 を遂げる物語 を、単純 で統一あ る構成 で語 っ て

い る叙事詩で、最古の 傑作 とい われ て い る。

　 しか し、伝統的人形劇場 で 演 じられ た 騎士 劇は、大半 が 1869年、ア ル フ レ ド・デ ル ヴ ォ Alfred

Delvau 出版の
「
青本 」 ＜Biblioth5que　bleue＞ を基に して い た 。

1°）

　 17世紀、18世紀の フ ラ ン ス で は、質の 悪 い 紙 に刷 られ 、棒砂糖の 包装用 に使われ た よ うな青

い 紙 で製本 され て い た こ と か ら 〈Biblioth色que　bleue＞ 「青本 」 と い う名 で 呼ばれ た nl 小冊 子 は、

様 々 な古代 叙事詩や 武 勲詩 を混合 し、

『ガ 11ア の ア マ デ ィ ス Amadis 　de　Gaule』 の よ うな作家

風の 文体 に 書 き直 した もの で、伝統 的な刊行本 の 価値 を減 らす叙事詩 の 膨大な コ レ クシ ョ ン を

一
般民衆 に提供 した行 商本 で あ っ た 。 それらは 『エ イモ ン の 4 人 の 息子 Les　Quatre　Fils　Aymon 』

『
オ ル ソ ン とヴァ レ ン タイ ン Orsone　et　Valentin2「ガ リア の ア マ デ ィ ス Amadis　de　Gaule』

『
ロ
ー

ラ ン の 死 La　mort 　de　Roland』
『デ ーン の オ ジ ェ Ogier　le　Danois』 『プ ロ ヴ ァ ン ス の ピ

エ
ー

ル Histoire　de　Pierre　Provence　et　de　la　belle　Maguelome 』
『
ボ ル ドーの ユ オ ン Huon 　de

Bordeaux』 な どで あ っ た 。

　それ か ら、歴 史小説 『フ ラ ン ドル の ライオ ン Lion　de　Flandre』 やア レ キサ ン ドル ・デ ュ マ
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Alexandre　Dumas 作の 騎士任 侠物語で ある 『三銃 士 Les　Trois　Mousquetaires』 は 、 続 き物

の 形で 挿話が 演 じられ何 回に も分 けて 上演 された 。 しか し、それ以外に も、滑稽 なオペ ラ
『
ミ

ニ ヨ ン Mignon 』 や 『フ ァ ウ ス ト Faust』 『 ドン ・ジ ュ ア ン Don　Juan』、民間伝承 を題材 とし

た
『
眠 り姫 Genevieve　de　Brabant』 『

赤頭 巾 Le　petit　chaperon 　rouge 』
『長靴 を履い た猫 Le

Chat　botte』 『親指太郎 Le　petit　poucet』
『
青髭 Barbe−bleue』 や

『
シ ン デ レ ラ Cendrillon』 ま

た 、『
ア ラ ビ ア ン

・ナ イ ト』 の 『
ア リバ バ Ali−Baba』 や

『
ア ラ ジ ン Aladin』、口承 に よ っ て伝

え られ た超 自然的な物語 『聖 ヘ レ ナ の 花 La　Fleur　de　sainte 　Helene』 や 滑稽 で幻想的な物語

『L ’Os　qui　chante 』
『
せ む し Le　Bossu』 の ような メ ロ ドラマ

、 ある い は、本物 の 劇の 翻案や

笑劇、そして、ワ ロ ン の劇 か ら借用 した
一編 『Tati　L ’

periqut 』 や ワ ロ ン 風に書か れた レ パ ー ト

リ
ー

な ど非常に多彩で ある 。

「’）そ して、それ らは明 らか に ワ ロ ン の劇 か、ある い は面 白い 寓話 を

除 い て 、
マ リオネ ッ ト劇場で は通常 フ ラ ン ス 語で演 じられ る 。

4． チ ャ ン チ ェ の 名の 起源 とその 人物像

　チャ ン チ ェ は、ワ ロ ン 地方の 大変あ りふ れ た フ ァ
ー

ス ト・ネーム 〈Frangwes＞ で フ ラ ン ス 語

の フ ラ ン ソ ワ （Frangois）が 変形 した もの で ある。当時、 リエ ージ ュ の 土 着の 形が ＜Frangefis＞

で あっ た に もか かわ らず、フ ラ ン ス 語 の ＜Frangois＞ か ら借 用 され て 、そ の 音は ＜oi ＞ と書か れ

た が ＜we ＞ と発音 され た 。それ は幼児が 〈Djosef＞ を 〈Dede＞ と子 供 ら し い 重複音に変えて発

音するの に類似 して い る、そ して 、
一

つ の 形が他 の 形に 置 き換 えられ る こ とは 17世紀 の 間に 起

こ っ た。チ ャ ン チ ェ とい う名前は 1800年以前には書 き留め られて い な い
。

12）

　 ひ だ の つ い た ブ ル ーの ス モ ッ ク を着て、接 ぎをした ズ ボ ン を履 き、黒 い 帽子 を被 っ たチ ャ ン

チ ェ は、素朴な男
一
農夫 を表現 して い る。彼 は駄洒落に 富ん だ頭音転換 （頭字の 置 き換え）の

ワ ロ ン 語 、 ある い は地 方の フ ラ ン ス 語 （リエ
ー

ジ ュ の 方言）で 、 彼 の 常識的な考 えや劇が どん

な風に 終わ るか に つ い て 述べ る リア ル な人物 で あ る 。

13）

　チ ャ ン チ ェ は い つ も欠点 の ない 、感 じ の よ い 人物 とし て 登 場し な い
。 彼は 食 い しん 坊で 、喧

嘩好 きで、怠 け者で、女嫌 い で あ る 。 彼 は誰で も笑 い 物 にす るが、心 の 温か い 真に優 しい 人物

で 、彼の 人生 の 特別な楽 しみ であ る熱意 と悪意の 両 方 を観客に伝 えた 。

14）

　 チャ ン チ ェ の 劇 中に於け る役割 は観客 に劇 の 筋 を知 らせ 、観客 の 傾聴 に対 して感謝 を表わ し

次 の芝居 を告 げ、そ して 騒 が しい 言 い ぐさ を叱 りつ け観客 を楽 しませ る冗談 を言 う。また 、チ

ャ ン チ ェ は シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ 大帝に任命 され た使者で あ り、
一騎討 ちや 戦闘が 終 わ っ た時に死

者 を取 り除 く。さ らに 、正 しい フ ラ ン ス 語が シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ 大帝、エ イ モ ン の 4人 の 息子た

ち、 ロ ーラン、ある い は キ リス トの 降誕 を告げ る天使 等に よっ て 話 されて い る間に、道化者チ

ャ ン チ ェ は リエ
ー

ジ ュ の 方言で 自分 の 言 い 分 を述べ る ． チ ャ ン チ ェ は レ パ ー
トリ

ー
の 中で 、只

一つ の 真に 現実的な要素で あ り、彼 なしで は 中世の 叙事詩 は始め か ら終 わ りま で 退屈だ っ た だ

ろ うし 、
パ ー

フ ォ
ー

マ ン ス の 劇的な面 白味 を半減 しただ ろ う。 こ の よ うに 、 彼 は彼の 役割の 性
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質に よ っ て、他 の 登場人物 をそ の 対照 で 引き立た せ る の で ある。 しか しこ の 役割 はチ ャ ン チ ェ

に 思 い が けな い 発展 をもた らし、彼 を彼 の 仲間 （人形劇 場に は、当然、チ ャ ン チ ェ 以外に も道

化役 た ちが 存在 し た。）の シ ン ボ ル に した 。なぜ なら、彼は普通 の 人の 役割 を演 じ、欠点 と特性

で
一一re民衆 を具体化 した の だ っ た ．彼は飾 り気 の ない 態度 と良識、貧困 と苦難 で、民衆の シ ン

ボ ル に な り理 想化 され た。
1・5）

（チ ャ ン チ ェ Tchantches ）

〈Theatre　Al　Botroule＞筆者撮影 《Theatre　Musee 　de　la　Vie　Wa110nne＞筆者撮影

　 チ ャ ン チ ェ は 苦難に あ っ て も常に愉快 なユ
ーモ アに 溢れ、報復の 可能性 を秘 め、そ して 支配

者 た ちを笑 い 物に した 。チ ャ ン チ ェ は ベ ツ レ ヘ ム の 馬小屋か ら シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ 大帝の 宮殿 に

至 るまで 、ど こ で も、ど の 地域 で も、どん な状況で もい つ もか らか っ て お り、感傷的で 独 立 心

の あ るワ ロ ン 人 であ る こ とを決 して 止め なか っ た。 16）

　彼は い つ も顔 を上げ、機知 に と ん だ 言葉 と痛烈な嘲 りで 、労働者の 性格 をさ らけ出すの で あ

っ た 。 19世 紀の 終 わ り頃、ワ ロ ン 地 方に は民族主義の 気運 が 高ま りワ ロ ン 議会が 設立 され たが 、

ワ ロ ン 人 の精神を具体 化 し象徴する シ ン ボ ル とな る人 物 として チ ャ ン チ ェ が選 ばれ た。

　チ ャ ン チ ェ は、それ 以後 マ リオネ ッ ト劇場の カ リカチ ュ アで ある こ とを止め、彼の 人間的な

特性 は高め られ彼の 名声は 高まっ て い っ た。そ して ジ ャ
ーナ リズ ム の み な らず広告、さらに 宣

一 69 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

伝活動は絶 えず彼 を利用 した 。 彼 は同時代の 政 治 の 舞台．で 時事漫画に ひ ん ぱん に登場する よう

に な っ た 。
1 η

　1936年 、J．ゾ メ ール J．Zomers に よ っ て 彼 の 彫 像は ウー トル ・ミ ュ
ーズ に 建 て られ た 。 そ し て

1947年に誕 生 した博物館 Musee 　Tchantchesに彼 の 名前が捧 げられ た。

　今 日、彼 の 性格は もっ と現実的 に な り象徴主義的で は な くな っ た が 彼 の 人気は変わ らな い 。

こ の よ うな不思議で 非凡な運命の 中で 、こ の 小 さなあやつ り人形 は道化役者 として 生 まれ、そ

して
一世紀 も立 たな い うち に地域社会全体 の 良心 を代表す る よ うに な っ た の で あ る 。

（チ ャ ン チ ェ Tchantches）

《 Theatre　Royal　Ancien・Ilnperial＞筆者撮影

（J，ゾ メー
ル 作 の チ ャ ン チ ェ の 彫像）

筆者撮影

5．　 リエ ージ ュ の 吊 り下げ 式棒操 りの 形態 と演 じ方

　 リエ
ージ ュ の 吊 り下 げ式棒操 りの 特徴は、一

言 で い えば 、 そ の シ ン プ ル さ に ある と言える 。

人形 は木 を彫 っ た もの で 、頭部の 髪や 凵、眼．は 木 に 直接描か れて お り、膝や肘の 関節が 曲が る

よ うに作 られ 、様式化 され た騎士衣裳 を着 て い る が 、頭に 取 り付け られ た 金属の 棒 1本が あ る

だ けであ る。形 態はイ タ リア の オ ペ ラ ・デ ・プピに非常に似て い る 。 （オ ペ ラ ・デ ・プ ピ で は剣

を持 っ た 入形の 右手 を鉄の 棒 で楯 を持 っ た 左手 を糸で操 るため、甲 胄は様式化 されず、非常 に
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11ア ル に作 られ て い るが 、シチ リア東部 に は リエ
ー

ジ ュ と同 じく
一

本 の 金属 の棒 で 吊 り下げ ら

れた マ リオネ ッ トが 存在す る。18＞）こ の 金属 の 棒 は人 形 の 顔 を水平 に動か した り、下 を向 い て 頷

か せ て 話 して い る人物 を教 える が 、手足は た だ ぶ ら下が っ て い るだけで それ らを操作するため

の 棒や 糸は な い 。歩行 は ただ人 形 を金属の 棒 で 吊り下げ、左右 ある い は前後 に移動 させ る だ け

で あ る。

　
一

騎討ちや 両軍の 合戦は 、人形遺 い が 両手に人形 を 5体ずつ 持 ちぶ つ か らせ るだ け で あ る 。

合戦 の た びに端に い る人形が 1体ずつ 落 とされ て ゆ き、戦 い は両軍の 首領だ けに な るまで 続 き、

舞台に は戦闘で倒 れ た 人形が うず高 く横たわ っ て ゆ く。 そ して 人形遣 い が その 棒 を手放 した 時

人形は そ の 命 を失 う。 また集会 の シー
ン で 多数の 人形が 登場す る時は、台詞 の 無 い 人形 た ちは

棒 に引 っ か け られ て 吊 り下 げ られ て い る 。

（吊り下 げ式棒操 りの 操 り方） （シ ャ ル ル マ ーニ ュ 大帝）

〈 Theatre　Royal　Ancien−lmperial＞筆者撮影

　 こ の ように リエ ー ジ ュ の 騎士劇 で は、あや つ り人形 の 生命 は話す こ と、歩 くこ と、戦 うこ と、

そして死 ぬ こ と とい う 4 つ の 異 なっ た 活動に要約 され る。パ ー
フ ォ

ー
マ ン ス には シ ャ ル ル マ

ー

ニ ュ 大帝 と彼の 貴族の 王立 会議の 集会、太鼓 の 轟きと共に行 われ る軍隊の 行進 と、しば しば
一

騎討 ちで終わ る戦闘 と い う 3 つ の 要素が 常に 含 まれ て い る。そ して ど の 話で あれ必 ずヒー ロ ー
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一チ ャ ン チ ェ が登場す る。　 人形の 演 じ方 は、通常 メ イ ン の 人 形遣 い が人形 を操 り、登場人物

全員の 台詞 を
一

人で 演 じ る が 、彼の 助手 （
一

人か 二 人 い る）が 、人形 を操 る の を補助 し、舞台

装置 を変えた り、 幕間に背景 を動か す 。 また彼 らは兵 隊達の 行進の マ
ー

チ と戦闘シ
ー

ン の ブ リ

キの 太鼓 を叩 く。背景は布の カ ン バ ス に 描か れて お り物語の 進行 と ともに変 わ っ て ゆ く。人形

の 大 きさ は そ の 寸法と地位の 法則が 守られ て い る た め、劇場に もよ る が 、例えば シ ャ ル ル マ ー

ニ ュ 大帝が最 も大 き く 1　mOscm 、 国王 9ecm　一一1m 、 王 妃 、 王 女 、 騎士 た ちが 、 85cm、 兵 隊60cm、

そ して ヒ
ー

ロ
ー

の チ ャ ン チ ェ とその 仲 間ナネ ッ セ Nanesse が 65cmと い う具合 で ある。

6．現在の リエ ー
ジ ュ の 人形劇場の 実態 に つ い て

　現在、 リエ
ー

ジ ュ 市内には ミュ
ーズ川 の 右岸 と左岸に、定期的に伝統的人形劇 を上演 して い

る 3 つ の 入形劇場が あ る。規模 も雰囲気 も違 うが、主人公が チ ャ ン チ ェ で ある こ とに変 わ りは

な い
。

　　 ノA

《Theatre　Royal　Ancien・Imperial》

　 ミュ
ーズ 川 とそ の 支流 ウ

ー
ル ト川の 間に挟まれ た右岸の ウ

ー
ル トミ ュ

ーズ の チ ャ ン チ ェ 発祥

の 地 に 、 テ ア トル ・ロ ーヤ ル ・ア ン シア ン ・イ ン ペ リア Theatre　Royal　Ancien−lmperialは小

屋 を構 えて い る 。 内部は パ ブ と人形劇場、そして 人形劇 の 主人公チ ャ ン チ ェ や騎士 た ちの マ リ

オ ネ ッ トが集め られ た博物館 Musee　Tchantchesに な っ て お り、 9 月か ら復活祭 ま で の 間の 毎

日曜 日 の 10時30分 と10月か ら復活祭 まで の 水曜 日 の 14時30分 の 週 2 回、騎士劇 を中心に上演 し

て い る。

　 レ パ ー トリー
は、『ロ メ オ とジ ュ

］1エ ッ トRomeo 　et　Juliette』
『キリス ト降誕の 物語 Li　Naissance』

『フ ァ ウ ス トとマ ル ガ リータ Faust　et　Marguerite』 等で ある。

　 　 　 　 　 　 　 ノ

《Theatre　Musee　de　la　Vie 　Wallonne》
幽

　旧市街の 中心地 に 17世紀の フ ラン シ ス コ 会修道院で あ っ たワ ロ ン 民族博物館が ある 。 ワ ロ ン

圏 の 民俗、文化、歴史に か か わる生活用具やチ ャ ン チ ェ をは じめ ベ ル ギーの 伝統的な人形劇の

主人公た ち が 集め られ て い る が 、こ こ に ワ ロ ン 民族博物館主宰の 人形劇場が ある 。

　興 行期間は 12月中旬か ら復活祭 まで の 間、火 曜日の 14時 30分 と日曜 日の 10時30分 の 週 2回 で 、

子供 の た め に騎士劇 を中心に伝統的人形劇を上演 して い る。

　レ パ ー トリーは 『キ リス ト降誕 の 物語 Li　Naissance』 『キ リス ト受難i劇 La　Passion』 『エ イ

モ ン の 4人 の 息子 Les　Quatre　fils　Aymon 』
『
デ
ー

ン の オ ジ ェ Ogier　le　Danois』 『
ボ ル ド

ー
の ユ

オ ン Huon 　de　Bordeaux』
『ロ ビ ン

・フ ッ ド Robin　des　Bois』 等で ある。
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増谷 ： ヨ ーロ ッ パ の 人 形 劇 に つ い て （第 2 報）

「キ リス ト降誕 の 物語 』

　 （Li　Naissance）

　　　 の 1場 lki

《Th6atre　Royal　Ancien−lmp6rial：》筆者撮影

　　 「ロ
ー一ラ ン の 歌 」

（La　Char】son 　de　Roland ）

　　　　の 1場 面

　　　ノ　　　　　　　　　　　 A
《Le　Theatre　Al　Botroule》筆 者撮影

囑 士 物諸 』 の 1場 面

　 チ ャ ン チェ と

シ ャ ル ル マ
ー

ニ ュ ．と

　 そ の 騎 トた ち

《Th6蕊tre　Mus6e 　de　la　Vic　WallQnne》竿者撮影

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 73 ．一
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　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　増谷 ：ヨ ーロ ッパ の 人形劇 に つ い て （第 2報）

　　　　　　　　　 　
《Theatre　Al　Botroule》

　旧 市街の 中心地 サ ン ・ラ ン ベ ー
ル 広場か ら急な坂道 を登 っ たサ ン ・セ ヴ ァ ラ ン 地区に 、1973

年 4 月13 日の 金 曜 日 に オ
ープ ン し た ジ ャ ッ ク ・ア ン シ ョ ン Jacques　Ancion と妻 フ ラン ソ ワー

ズ Fangoiseが 主宰す るテア トル ・ア ル ・ボ トゥ ル イエ Th6atre　Al　Botrofileは 、 50席余りの

小 さな劇場 で あ る 。 か つ て 日本に も来た こ とが ある 2人 は、自宅 を人形 劇場 とする リエ
ー

ジュ

唯
一

の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナル の 人形遣 い で ある。興行期 間は 10月か ら 5 月末 まで、通常水曜 日の

16時30分 と土曜 日の 14時30分 と20時30分 の 週 3 回で 、 子 供ば か りで な く大人の た めの 伝統的人

形劇を上演 して い る。

　レ パ ー トリーは 『キ リス ト降誕 の 物語 Li　Naissance』 『キ リス ト受 難劇 La　Passion』 『ロ ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぢ　　　　　　　ム
ラ ン の 歌 La　Chanson　de　Roland』

『ロ ーラ ン の 死 La　mert 　de　Roland』
『Tati　L

’
periqul』 『フ

ァ ウ ス ト Johanes　Doctor　Faust 』
『L ’Os　qui　chante 』

『悪魔 の 釜 La　Marmite　Du　Diable』 や

A ．ジ ャ リィ Alfred　Jarryの 戯曲 『Ubu 　Cocu』 等で ある。

　また、 リエ ージ ュ で は、毎年 8 月15日の 聖母 マ リア の 被昇天祭の 日に はウ
ー

ル トミュ
ーズ地

区の Th65tre　de正a　Placeで 、《Th6fitre　de　La　Cave》が 子供た ち の ため にチ ャ ン チ ェ を主人

公 に した人形劇 を上演 して い る。

7。　 おわ りに

　 リエ
ージ ュ の伝統的人形劇 （騎士 劇） の 起源 に つ い て は、シチ リアや ナ ポ リの オ ペ ラ ・デ

・

プ ピ と類似 して い る こ とや 、 創始者 コ ン テ ィ が イタ リア 人で あ っ た こ とか らそ の ル
ー

ツ が イタ

リア で ある とい う説が 有力 で あ るが 、モ
ー

リス ・ピ ロ ン MaVrice　Pironは、　HtStoire　du　6ele
’
bre

the
’
atre　liigeods　de　man

’
onnettes の 著者で あるル ドル フ

・デ ゥ
・ワル サ

ー
ジュ Rodolphe　de　Warsage

に つ い て次の ように 記述 して い る。

　「
今世紀初頭、法律家で古典 学者の ワ ル サ

ー
ジ ュ は、有名 な りエ

ージ ュ の 劇場 の 歴 史を書 く こ

とを引 き受 けた 。 彼は リエ ージ ュ の マ リオネ ッ トの 起源 を、劇中の 登 場人物 の 描写、騎士道 の

取 り扱 い か らカ ロ リン グ朝の 時代 に 遡 る に違 い な い と信 じて い た。彼は リエ ージ ュ の 旧公国が、、

主要 な叙事詩 に登場す る英雄 た ちに取 り巻か れ た指導者の 発祥の 地 で ある こ とを考慮すれば よ

り自然で ある」 と言 っ た 。 19）

　これ は リエ
ージ ュ が傑 出した支配者シ ャ ル ル マ ーニ ュ 大帝の発祥の地 で あ り、 騎士 劇に常に

シ ャ ル ル マ ーニ ュ 大帝が登 場す る事実か ら、ワ ル サージ ュ の 説が尤 もで あるよ うに思えるが は

っ き りした確証 は な い
。 シ ャ ル ル マ ーニ ュ 大帝が聖都 と した ア

ーヘ ン Aachen に も、 リエ
ー

ジ

ュ の 伝統的人形劇 に非常に よ く似 たマ リオ ネ ッ トが ある
2°）とい うこ とだが、そこ か ら新たな手掛

か りが 得 られ る か もしれ ない 。

　19世 紀 半ばに、 リエ ージ ュ に 誕生 した伝続 的 人形劇 の 主人公 チ ャ ン チ ェ の キ ャ ラ ク ターの 多
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くの 要素は イタ リア の プ ル チ ネ ッ ラに似 て い るが 、
プ ル チネ ッ ラの 模倣 で は な い

。 前記の よう

に チ ャ ン チ ェ は赤 ら顔 の 素朴な男一農夫を表わ し、食 い しん坊で 、喧嘩好 きで、怠け者で 、女

嫌 い で あ り、誰で も笑 い 物に す る が 、心の 温 か な真 に優 しい 人物で ある。そ して どんな困難 な

状 況に あっ て も常に愉快 な ユ
ー

モ アに溢 れ 、報復 の 可能性 を秘め 、支配者た ちを笑 い 物に して

マ
11

オ ネ ッ ト劇場 で絶大 なる人気 を博 した。チ ャ ン チェ は後に人 形劇の ヒ
ー

ロ
ー

を越 えて ワ ロ

ン の シ ン ボ ル に まで なる が 、一般民衆の 集合 体で あ り、理想化 され た典型 を常に演 じ続け て い

る 。

　20世紀初頭 には、 リエ ージ ュ 市内に 20以上 もあ っ た人形劇場 も、第 1次世 界 大戦後の 映画、

第 2 次世界大戦後の テ レ ビ に 多 くの観客 を奪 われて そ の 数 も減 り、衰退の 危機 も感 じられ な く

もな い が 、それ で もまだ 、 チ ャ ン チ ェ は マ リオネ ッ ト劇場の 中で は変わ らぬ 人気者 である。た

だ 昔 も今 も人形遣 い た ちが 《Theatre　Al　Botroule》 を除 い て 、プ ロ で は な くア マ チ ュ ア で 、専

業 の仕事 を持 ちなが ら興行 して い る こ とは少 しも変 わ っ て い ない が 。

　ど の 小 屋 を訪 れて も
「
チ ャ ン チ ェ ！　 チ ャ ン チ ェ ！」 と叫ぶ 子供 た ちの 歓声は、チ ャ ン チ ェ

が 現在 も元気 に活躍 し て い る こ とを感 じさせ て くれ る し 、 同席 して い る大人た ち もまだ 多い が、

伝 統芸 能が廃れ つ つ あ る現代社 会 の 中で 、チ ャ ン チ ェ の 今後の 頑張 りに期待 した い もの で ある。
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